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東
南
ア
ジ
ア
の
地
方

行
政
制
度
は
、
分
権
化

の
拡
充
と
と
も
に
、
そ

の
中
身
を
大
き
く
変
え

た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
州

が
国
際
機
関
か
ら
直
接

資
金
を
借
り
入
れ
て
大

規
模
開
発
事
業
を
進
め
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が

生
ま
れ
、
タ
イ
で
は
全
土
に
六
〇
〇
〇
カ
所

を
こ
え
る
農
村
自
治
体
が
創
設
さ
れ
た
。
ま

た
地
方
分
権
に
か
か
わ
る
行
政
制
度
に
大
き

な
変
更
の
な
い
マ
レ
ー
シ
ア
で
も
、
一
九
九

七
年
以
後
、
地
方
州
の
一
部
に
中
央
政
治
と

は
別
の
動
き
が
現
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
変

化
を
踏
ま
え
、
本
書
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
主

要
民
主
主
義
国
四
カ
国
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
）
に
つ

い
て
、
中
央
政
府
か
ら
地
方
政
府
へ
の
権
限

移
譲
、公
共
サ
ー
ビ
ス
の
地
方
展
開
を
軸
に
、

政
治
過
程
に
も
変
化
が
及
び
つ
つ
あ
る
各
国

の
地
方
行
政
制
度
と
そ
の
背
景
を
比
較
・
分

析
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

一
九
八
〇
〜
九
〇
年
代
に
東
南
ア
ジ
ア
で

拡
充
さ
れ
た
地
方
分
権
の
制
度
に
つ
い
て
、

一
九
九
〇
〜
二
〇
〇
〇
年
代
初
め
の
先
行
研

究
は
、
お
も
に
民
主
化
の
影
響
を
論
じ
、
セ

ク
タ
ー
別
の
自
治
体
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど

の
事
例
報
告
を
積

み
重
ね
て
き
た
。

本
書
の
各
章
は
、

そ
こ
か
ら
さ
ら
に

一
〇
年
を
経
て
、

各
国
に
定
着
し
た

分
権
化
の
様
態
を
、

中
央
地
方
関
係
の

枠
組
み
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
供
給
の
変
化
、
地

方
政
治
の
変
化
を
テ
ー
マ
に
比
較
す
る
、
と

い
う
課
題
を
共
通
の
出
発
点
に
し
て
い
る
。

　

と
く
に
分
権
化
の
拡
充
が
、
ど
の
よ
う
な

公
共
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
新
た
な
自
治
体
機
能

の
発
揮
に
つ
な
が
り
、
誰
が
誰
の
資
源
を
用

い
て
そ
の
サ
ー
ビ
ス
配
布
や
機
能
の
提
供
を

行
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
点
が
本
書
の
焦
点

で
あ
る
。
道
具
立
て
と
し
て
、
公
共
サ
ー
ビ

ス
配
布
に
着
目
し
た
「
ガ
バ
メ
ン
ト
」
と
「
ガ

バ
ナ
ン
ス
」
概
念
を
定
義
し
、
そ
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
り
、
各
国
の
特
徴
を
抽
出
す
る
よ

う
努
め
た
。具
体
的
に
は「
ガ
バ
メ
ン
ト
」を
、

中
央
政
府
と
地
方
政
府
に
よ
る
独
占
的
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
限
定
し
、「
中
央
お
よ
び

地
方
の
政
府
機
関
が
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
独

占
的
な
計
画
・
配
布
・
実
施
の
主
体
と
な
り
、

法
律
な
ど
の
権
限
を
根
拠
に
、
公
的
資
源
を

使
っ
て
こ
れ
を
行
う
こ
と
」
と
定
義
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
は
、「
中
央
・

地
方
政
府
以
外
の
多
元
的
な
主
体
（
住
民
や

住
民
組
織
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｐ
Ｏ
、
民
間
企
業
、

各
種
団
体
、
国
際
機
関
な
ど
）
が
、
中
央
・

地
方
政
府
に
協
力
し
て
資
源
を
提
供
し
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
・
開
発
政
策
の
決
定
・
配
布
・

実
施
の
い
ず
れ
か
の
段
階
に
加
わ
っ
て
、
そ

れ
ら
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
」
と
定
義
し
た
。

こ
の
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
枠
組
み
に
お
い
て
、

政
府
機
関
は
、
あ
く
ま
で
多
元
的
主
体
の
一

員
と
し
て
、政
府
外
の
主
体
と
関
係
を
結
び
、

調
整
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
概
念
を
も
と
に
、
東
南
ア
ジ
ア

四
カ
国
を
比
較
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
特
徴

が
浮
か
び
上
が
る
。
中
央
政
府
か
ら
地
方
政

府
に
業
務
・
権
限
の
大
部
分
を
移
譲
し
た
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
「
分

権
的
ガ
バ
メ
ン
ト
」
が
成
立
し
た
が
、
こ
れ

を
よ
り
規
律
あ
る
地
方
制
度
に
整
え
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
不
透
明
性
や
公
平
性
確
保
の
た

め
の
試
行
錯
誤
が
始
ま
っ
た
こ
と
。
中
央
政

府
の
主
導
で
分
権
化
が
始
ま
っ
た
タ
イ
で

は
、「
集
権
的
ガ
バ
メ
ン
ト
」
を
堅
持
し
な

が
ら
細
か
い
業
務
の
分
権
化
を
漸
進
的
に
進

め
る
タ
ム
ボ
ン
自
治
体
を
創
設
し
、
き
め
細

か
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
役
立
つ
「
ガ
バ
ナ
ン

ス
」
援
用
も
始
ま
っ
た
こ
と
。
さ
ら
に
、
中

央
官
僚
制
の
資
源
や
権
限
が
限
ら
れ
、
地
方

割
拠
的
な
政
治
を
特
徴
と
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
は
、
地
方
行
政
の
「
ガ
バ
メ
ン
ト
」
能
力

の
欠
如
を
補
う
た
め
の
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
取

り
入
れ
が
進
ん
で
い
る
こ
と
。
ま
た
、
他
の

三
カ
国
に
比
べ
て
固
定
し
た
中
央
政
党
支
配

が
続
い
て
き
た
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
中
央
政

党
が
地
方
支
部
を
通
じ
て
強
力
な
「
ガ
バ
メ

ン
ト
」
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に

提
供
し
、
こ
れ
が
中
央
政
党
の
支
配
を
支
え

て
き
た
が
、
そ
れ
で
も
地
方
州
の
一
部
で
、

多
数
派
と
な
っ
た
野
党
勢
力
が
中
央
の
政
権

与
党
に
異
議
申
し
立
て
を
始
め
、
地
方
州
の

自
治
政
治
が
実
質
化
し
て
き
た
こ
と
、
な
ど

で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
比
較
か
ら
浮
か
び
上
が
る
の

は
、
中
進
国
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
る
東
南
ア

ジ
ア
各
国
で
は
、
開
発
政
策
に
留
ま
ら
な
い

生
活
の
質
に
関
わ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
・
配
布
と
い
う
先
進
国
的
な
課
題
が
、
地

方
自
治
並
び
に
地
方
政
治
の
一
大
関
心
事
に

加
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
地
域
の
政

治
代
表
を
住
民
自
ら
選
ぶ
自
治
制
度
の
拡
充

に
よ
り
、
地
域
住
民
は
、
地
方
政
府
の
首
長

や
議
会
が
ど
の
よ
う
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
い

か
な
る
方
法
で
提
供
で
き
る
か
、
そ
の
中
身

や
質
に
よ
っ
て
代
表
を
選
出
し
た
り
、
政
策

過
程
そ
の
も
の
に
関
わ
っ
た
り
し
て
、
地
域

の
政
策
に
意
向
を
反
映
さ
せ
始
め
て
い
る
。

中
進
国
の
課
題
に
直
面
し
つ
つ
あ
る
東
南
ア

ジ
ア
の
国
々
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
地
方
自

治
の「
ガ
バ
メ
ン
ト
」と「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」が
、

政
治
参
加
や
政
治
変
動
に
か
か
わ
る
重
要
な

軸
の
ひ
と
つ
と
し
て
作
用
し
始
め
た
こ
と
、

そ
れ
が
本
書
の
比
較
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
重

要
な
知
見
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
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